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2.2 リビングラボと高齢社会デザイン 

リビングラボは，高齢化にまつわる種々の課題解決のた

めのサービス／製品開発にも活用されてきた．例えば

Malmborg らは，Give and Take というプロジェクトにおい

て，地域のアクティブシニアの社会的なコミュニティ活動

を支援するための ICT サービスを，地域のシニアと共に検

討・開発している[2]．原田らは，みんラボ（みんなの使い

やすさラボ）の取り組みにおいて，地域の高齢者の方々に

企業の製品を使ってもらいながら，その使いやすさを検

証・改善する取り組みを行っている[6]．みんラボでは，使

いやすさの検証・改善を支援すると同時に，参加する高齢

者の方々に向けた各種講座や交流会なども提供しており，

地域の高齢者コミュニティの創出・維持にも貢献している．

他にも日本国内では，地域のリハビリデイサービスの施設

において，大学や企業が開発している高齢者向け製品やサ

ービスを，施設利用者の方々と共に検証しながら改善して

いく取り組みも行われている[7]．また著者らも，認知症の

方にとって暮らしやすい街づくりを行っている自治体との

リビングラボプロジェクトを開始している[8]． 

2.3 リビングラボの実践のために必要な知識やノウハウ 

図 1 に示したように，リビングラボでは，作り手と生活

者が長期的に関わりながらサービスの検討や検証を行う．

そこでは，生活者を巻き込んだチーム組成，生活者との課

題探索，生活者参加型のアイデア創出ワークショップなど，

一般的なサービス開発では触れないような領域も実施しな

ければならず，幅広い知識やノウハウが必要とされる． 

しかしながら，第 1 章で前述したように，リビングラボ

を実践するための手法やノウハウは整理，蓄積されておら

ず，実践者の経験や勘に大きく依存しているのが現状であ

る．リビングラボの実践においては，プロジェクトの目的

や参加者の属性，進行状況などによって進め方を臨機応変

的に判断していかなければならないことも多く[3]，その運

営が実践者の経験や勘に依存すること自体は大きな問題で

はない．むしろ問題なのは，様々な実践者が実践を通じて

獲得したコツやノウハウが記録として残らず，蓄積・活用

されていない点である．このような，失われていた「実践

のためのノウハウ」を抽出し，再利用可能とすることが本

研究で達成したい重要な目的である． 

3. 本研究のアプローチ 

図 2 に本研究のアプローチの全体像を示す．本研究では，

まず，ノウハウ抽出のためのワークショップ（WS）を設計・

実施することで，リビングラボ実践のためのノウハウ（以

下，LL 実践ノウハウ）を抽出する．LL 実践ノウハウは，

書籍や論文などにおいて言及・整理されていることは殆ど

なく，その大半は実践者の頭（記憶）の中に眠っているこ

とが多い．そのため本研究では，リビングラボの実践者を

集めた WS を行い，実践者が暗黙的に持っているノウハウ

を抽出するというアプローチをとる． 

そしてその後，抽出したノウハウを，他者でも容易に参

照・再利用可能な形式で記述する．この記述では，パター

ンランゲージ[9]の方法論を参考にする．パターンランゲー

ジとは，過去の経験や事例から本質的に重要な部分を抜き

だし，それを未知なる状況で活用するために言語化したも

の[10]であり，建築[9]やソフトウェア開発[11]，福祉分野

[12]など様々な領域で応用されていることから，本研究に

おいても有効に利用可能であると考えた．そして，記述し

たノウハウをまとめることで，「LL 実践ノウハウ集」を作

成する． 

4. リビングラボ実践ノウハウの抽出 

4.1 ノウハウ抽出ワークショップの構成 

本研究では，LL 実践ノウハウを抽出するための WS を新

たに設計した．本 WS は，参加者として，リビングラボの

実践者およびこれから実践しようとしている人を想定した

ものであり，そのプログラムは図 3 に示す通りである．図

3 に示すように，本 WS は，Step1：プレゼンテーション，

Step 2：ダイアローグ，Step 3：リフレクション，Step 4：

シェア，という 4 つのステップから成る．以下，それぞれ

のステップについて説明する． 

Step1: プレゼンテーション 

リビングラボの実践者が過去の事例について，参加者全

体に向けて語る（発表する）．ここでは，事例の具体的内容

に加えて，その成功／失敗要因も語ってもらうようにする． 

Step2: ダイアローグ 

参加者をグループに分け，実践者同士での対話を行う．

リビングラボ
実践ノウハウの抽出

リビングラボ
実践ノウハウの記述

ノウハウ集の作成

リビングラボの実践者から
ノウハウを抽出するための
WSを設計・実施

パターンランゲージを参考
に，抽出したノウハウを
記述（⾔語化）

記述したノウハウをまとめ，
ノウハウ集を作成

図 2 本研究のアプローチ 

Figure 2  Approach of this study 

Step 1
プレゼン
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Step 2
ダイア
ローグ

Step 3
リフレク
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シェア

• 事例の共有
• 成功／失敗
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• ノウハウの

引き出し合い

• 振り返り
• ワークシート

記⼊

• リフレクション
結果の全体共有

図 3 ノウハウ抽出ワークショップの概要 
Figure 3  Overview of know-hows extraction WS 
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下に示すような

子を使った対話

めのツールとし

者 A, B, C） 

うだったな．こ

多々あった（実践

観点のキーワー

に関する対話が

（実践者 G） 

子は様々な使い方

ショップをや

いたい（実践者

べたように，本

は，表 3 および

を得ることがで

は，実践者のノ

践者間でのノウ

用可能であるこ

者へのインタビ

善すべき課題も

目は，具体的な

る点である．本

えた場合，最終

することで，リ

獲得し，自身の

これを実現する

のプロジェクト

けでなく，それ

定できることが

提供するのは，

るか」という“

うに進めればい

のため，特に初

することが困

そこで今後は

実践ノウハウに

テップで示す，

ど，具体的アク

討していく． 

目は，ノウハウ

読み物）として

らなる工夫が必

分程度のインタ

な評価（一部分

話をぜひやりた

して非常に強く

これ大事だった

実践者 F, G, H）

ードが収録され

が局所的になら

い方ができそう

やるのか？とい

践者 B） 

本研究で作成し

び表 4 に示した

できた．このこ

ノウハウを伝達

ウハウの対話を

ことが示唆され

ビューでは，本

も見つかった．

なアクションプ

本ノウハウ集を

終的に実現した

リビングラボの

の実践に活用す

るためには，読

トをよりよくす

れを実践に移す

が必要である．

「LL 実践ノウ

“What”の情報

いいか」とい

初心者にとって

困難であるとい

は，本ノウハウ

に対して，具体

思考のための

クションプラン

ウをより効果的

てだけではなく

必要であるとい

タビューを行っ

分のみ）を得た

たい（実践者 A, 

く機能すると思

たな」と思い出

 

れているので，過

らないところが

うなので，どの

いう点を今後工

したノウハウ集

た質問項目にお

ことから，作成

達するツール

を促進ツール

れた． 

本ノウハウ集に

 

プランの策定支

をノウハウ伝達

たいことは「ノ

の実践者や初心

すること」であ

読者が，本ノ

するためのヒン

すためのアクシ

しかしなが

ウハウにはどの

報が主であり，

う“How”の情

ては，アクシ

いう指摘もあっ

ウ集に収録した

体的な進め方

のフレームワー

ン策定のための

的に伝達するた

く他の媒体も利

いう点である．

 

った．

た． 

B, C, 

思う

い出す

過去

がよ

よう

後工夫

集の

おい

成し

とし

とし

に関

支援

達ツ

ノウ

心者

ある

ウハ

ント

ショ

ら本

のよ

「具

情報

ョン

った

たそ

（の

ーク

の機

ため

利用

．例

えば

ー」

実践

とが

業場

共有

方に

され

課

ルと

具体

ート

践者

する

つく

はな

えば

トー

表出

者を

的や

と考

様々

8.

本

ウを

者や

的と

を抽

と日

行政

果を

た．

法論

ウハ

リ

した

した

およ

るツ

であ

今

ール

する

にお

るた

ば，今回作成し

のような形式

践ノウハウをよ

ができるように

場）の壁面に貼

有できることに

について議論す

れる． 

課題の 3 つ目は

として利用する

体的に設計しな

ト／インタビュ

者同士の対話を

ることができた

くるためには，

なく，さらなる

ば，参加者に詳

ーリーテリング

出させるために

を討論させる W

や参加者の属性

考えられる．そ

々なバリエーシ

おわりに

本研究では，リ

を抽出すること

や初心者が参照

とした．そのた

抽出するための

日本で計 2 回開

政関係者，など

を分析すること

その後，抽出

論を参考に記述

ハウのノウハウ

リビングラボの

たノウハウ集の

たノウハウ集は

よび「LL 実践ノ

ツール」という

あることが示唆

今後は，本ノウ

ル」と「LL 実践

るツール」の双

おけるインタビ

ための改善を施

した 30 のキー

式にすること

より手軽に確認

になる．またポ

貼ることは，同

につながり，チ

する際の意思疎

は，本ノウハウ

る場合の，実践

なければならな

ュー評価では，

を実施すること

たが，参加者に

単純に経験談

る工夫が必要で

詳細なエピソー

グ[14]型の WS

に敢えて進め方

WS にする，な

性によって，効

そのため，今後

ションを検討し

リビングラボの

と，そして，抽

照・再利用可能

ために本研究で

の WS を実施し

開催し，民間企

ど多様な組織が

とで，計 30 個

出したノウハウ

述し，それらを

ウ集を作成した

の実践者および

の印象評価を実

は，「LL 実践ノ

ノウハウに関す

う 2 つの使い方

唆された． 

ウハウ集を「LL

践ノウハウに関

双方で広く活用

ビュー評価で明

施していく． 

ーワードとイラ

で，本研究で

認したり，記憶

ポスターにし

同じノウハウ

チームでリビ

疎通が円滑に

ウ集をノウハ

践者同士の対話

ない点である

，本ノウハウ集

とに関する強

にとって効果

談の交換・共有

であるとの指摘

ードを語って

S にする，多様

方（スタンス

などの工夫が

効果的な対話

後は，対話の進

し，選択肢を増

の実践者から

抽出したノウハ

能な形式で記述

では，まず，L

した．本 WS

企業，大学・研

が参加した．

個の LL 実践ノ

ウをパターン

をまとめるこ

た． 

び初心者の協力

実施した結果

ノウハウを伝

する実践者間

方において，有

L 実践ノウハ

関する実践者

用していくと

明らかになっ

ストを「ポス

で言語化した L

憶したりする

てオフィス（

をチーム全員

ングラボの進

なる効果も期

ウ対話支援ツ

話の方法をよ

．今回のアン

集を利用した

いニーズを確

的な学びの場

有を行うだけ

摘を頂いた．

もらうために

様なノウハウ

）が異なる実

可能である．

の方法は変わ

め方に関して

増やしていく

LL 実践ノウ

ハウを他の実

述することを

LL 実践ノウハ

は，デンマー

研究機関，NPO

そして WS の

ウハウを抽出

ランゲージの

とで LL 実践

力のもと，作

，本研究で作

達するツール

の対話を支援

有効に利用可

ウを伝達する

間の対話を支

ともに，本研

た課題を解決

7

タ

LL

こ

作

で

め

待

ー

り

ケ

実

確認

場を

で

例

ス

を

実践

目

る

，

． 

ハ

実践

目

ウ

ク

O・

結

し

方

践ノ

作成

作成
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す

能

ツ

援
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